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�J�o�u�r�n�a�l �o�f �J�A�S�E�A

�C�O�N�T�E�N�T�S

�A�R�T�I�C�L�E�S�:�T�h�L�u�t�e�s�I �F�r�u�n�i�t�e月 �u�f�E�h�u�r�t�i�M�M�l �M�U�M�E 掛町 �M�I �S�t�z�d�z 凸
�T�J�E�f �R�4�1�d�J�r�y 則的 �n �u�/�&�J�t�o�o�l �M α �2�2�4�0 町�M�i�n �h�i�u�n�m�L�f �t�l�a�e�R�u』�6�0�f ε�b�J此�u�i�z�-�U�P�M�l �A�d�m�i�n�i�5�1�p�t�u�f�t�t�J�H �R ωα �F ι �j�t

�H�I�d�e�k�a�z�u �S�A�K�O�(�N�a�n�l�t�o �L�1�1�1�1�v�e�r�s�l�t�y �o�f �E�d�u�c�a�t�i�o�n�)
�c�u�n�t�n�b�u�t�t�M�u�f�f�j�z�e�E�d�2�4 ι�u�f�z�u 即 �J �A�f�t�m�u�p�m�O�2�1 �S�I�t�u�f�z�b�t�o�f�l�t�e�E�k�h�o�o�l �O�F�Z�u�n�i�z�u�t�i ο �n �R仰 �n�n

�S�h�u�l�j�l �S�A�K�A�N�O�(�N�I�E�R�)
�7

・

�h�6�C�o�f�L�d�b�o�m�f�z�U�M �z�n�E�K�f�u ω �i�Z�0�3�2�a�l �M�m�M�F�m�o�z�t �R 凸出 �P�t�l�z�-�F�U�C�2 品 �i�n�g �Mα �t�p�t�l�v υ �H �I�l�f ど �f�E ど�k�t�t�i υ �p�u�i�t ψ �b�d�t�M 叫
�t�t�z�e�&�f�u ω�t�m�z�u�f �M�r�u�u�J�E�e�p�,�t�e�n�t �R 凶出町�h�o�u�n�d �t�7�2�4�E�K�1�2�4ω �t�z�o�n�a�l �h 砿 �t�z�c�z�u�z

�l�f�a�r�1�1�0�5�A�T�O�(�T�e�i�k�y�o �U�n�i�v�e�r�s�i�t�y�)
�T�i�l�t�-�p�d�i�n�g α�b�o�r�d �t�l�lど �4�I�d�u�n�J�z�J�y

白 �q�f �I�h ¢ �&�1�2�4 印 �f印刷 �f �A�d�m�z�n�z�s�t�m�f�i�O�9�2

�k�l�I�n�l�y�o �i�f�I�R�A�i�{�K�o�c�h�l�L�J�1�1�1�v�e�r�s�i�t�y�)
�T�H �E�S�E�S�:
�f�j�U�1�4�u�J�2�0�9�2�u�f�S�t�F�U ぬ �P�F�U�C ぴ出 �r�m�l�u�H�2�7�:�L�u�c�i�t�e 町 �.�F�u�d�4�8�2�3�2�X �U�P�I �I�j�J�U �C�u�m μ�t凡�W�H �q�f �E�i�g 削�e�n�f αη �&�j�t�u�u�f�7�b�u ι �l�i�e�n μ �M�L�f

�j�f�u�l�l�u�r �H�d�h�S�L�j�M�U�J�7 切ι �l�z�U�3
�R�y�o�'�i �A�I�E�A�G�I�(�j υ �1�1�1�t �G�r�a�d�u�a�t�e �S�c�h�o�o�l�,�I�f�y�o�g�o�U�n�i�v�e�r�s�i�t�y �o�f �T�e�a�c�h�e�r �E�d�u�c�a�t�i�o�n�)

�A�S�J 此�l�y�u�f�C�2�4�m�u�d�l�u�m�A�f�u�z α�5�6�W�2�0�2�J �z�n �J�h�t�J�U�S�A �F�u ι�2�4�S�i�n�d�u�n �t�j�M �M�m 叫�E�W�2�0�1�f �C�J�d�e�u�/ 正、 �E�F�l�g�J�k�s�j�J

�F�r�e�t�s�u�o �K�1�J�R�A�M�O�T�O �(�G�r�a�d�u�a�t�e �S�c�h�o�o�l�,�K�y�u�s�h�u�t�J�T�1�1�v�e�r�s�1�t�y�)

�A�S�f�t�k�l�y�o�f�7�k�u�d�u �P�r�e�i う�m�u�t�t�r�i�p�z�F�r�u�g�m�m �Rψ�J�y�w�z �z�n �I�J�L�e �f�l�n�z�f�e�d �S�A α �f凸 �F�r�j�f�U�Z�P�1�5 υ �n �t�h�e �t三�H�i�l�a�n ιげ�P�U�F�Z�J �u�f�F�z�e�f�d
ε工�P�C円 �U�P�i�c�e α �n�d �t�h¢左�x�t�e�n�d�e�d

�p�p
υ�g�r�u�m

�Y�u�n�1�1�K�I�J�R�A�M�A �(�G�r�a�d�u�a�t�e �S�c�h�o�o�l�,�U�n�i�v�e�r�s�i�t�y �o�f �T�s�u�K�I�l�l�3�a�)
�A�n �f�n�u�e�s�f�L�E�G�I�z�t�J�Y�t�u�f �t�j配 �S�h�f�d�F�P�2�0�f�7�L α �d�z�g�y�k�l ぬ�t�g凸 �&出 �d�u�n �j�u�b �z�n ん戸�Z�M�7�j�l�r �l�r�u�p�z�c�t�z�u�p�t �u�f�j�u�b �G�p�r�i�d�e α �n�d�2�t�b

�L�t�n�k �f�u �J�J�z�e�f�r�u�u�f�z ω �f�z ο �M�U�j�T�d�r �1�9�5�7
�s�h�m�t�a�i�o �U�D�O �(�G�r�a�d�u�a�t�e �S�c�h�o�o�l�,�I�j�I�l�i�v�e�r�s�l�t�y �o�f �T�s�u�i�t�u�b�a�)

�P�R�A�C�T�I�C�A�L �C�A�S�E �S�T�U�D�I�E�S �O�F �E�D�U�C�A�T�I�O�N�A�L �5�1�A�N�A�G�E�M �E�N�T�:
。�L�v�c �u�f�7�7�J�a�c�J�I�S�Y�7�m�i�M�z�n�r �i�t�f α �n�a�p�p�y�z�e�n�t �i�n �f�i�z�e�E�t�t�y�n�e�n�h り�'�&�h�o�d�A�c�t�i�u�z�t�I 刊 �v�f�u�r �J�l�N�P 印刷�J ん �p �f�y�l�t�d�J�g�J�u�t�e�d�S�t�u�d�y

�W�d�t�a τ �u �S�L�J�Z�I�J�K�I�(�M�a�t�s�u�l�E�l�e�m�e�n�t�a�r�y �S�c�h�o�o�l�)
�T�J�l�t ノ �J�y�n 戸 �y�o�u�U�J�2�0�2�f�u�f 公�J�t�o�u�f �J�1�4凶包�4�4�f�e�m�e�n�t �A�i�m�e�d �/�b�r�-�P�u�b�2�1�i�t�d�r�E�d�u α�t�z�u�m�J �J�1〈 �J�I�I�V�I�I�I 出 �&�r�s�r�d �u�n�t�J�t�g�E�z�u�J�2�4�4�1�1�i�u�p�t �f�j
�5乙 �h�u�u�f �M ω�1�4�j�f�r�m�g�p�I�J �f�y�n�l�b�u�M 即�n�t

�F�u�m�l�k�o�O�i�k�A�L�V�A�(�l�w�a�t�e �P�r�e�f�e�c�t�u�r 乱�I�G�e�n�e�r�a�l �E�d�u�c�a�l�l υ �n �C�e�n�t�e�r�)

�S�Y�M �P�O�B�I�U �M�:
�7�U�C�r�r�d�z�o�n�u�/�4�&�l�t�u�u�f�s�z�u�t�t�h �C�J�Jα �mιか �r�'�r�i�n�d �l�J�2�6�F�t�d�z�u�r�u�f�&�l�z υο �J �M α �P�K�Z�H�O�H�E�F�t�f

�f�i �i�d�e�k�i �A�i�z�I�Y�O�S�H�I�(�O�k�a�Y�a�m�a �I�J�1�1�1�v�e て �S�I�l�y�)
�R�E�P�O�R�T�S
�f�t�d�r�u�d�M�m�l�E�M �i�f�r�f�z�e�c�u�J�Z�U�J�U�z�J �A�r�f�n�z�z�n�z�s�t�m�t�z�u�n �R�M�U�Y�L�i�z�U�J �I�n�k�y 山 �t�1 ο町�J�f�C υ �F�F�I�l�u�m�u�M�J �R�t�j�i�j�p�m�u�f �P�z�A�f�z�r
�K�L�J�u�r�a�t�z�u�n�d�A�d�3�3�2�1�p�z�z�d�m�t�z�o�n �F�r�J�C�M�M�d�o�n �s�e�t�u�p�z�g�h�i�H 脱却 �P�U�S�H�u�n�z

�T�s�l�i�t�O�I�I�l�u �f�f�O�i�f�i �L�j�C�E�i�l �(�K�y�o�t�o �U�z�l�i�v�e�T �S�i�t�y �o�f �E�d�u�c�a�t�1�0�n�)
β�&�fμ�4μω�Zμ�J�kμど�dめ�/ん�J η開�g �f�C�J�f�h�I 口�?�n山�Zμ�t江乙ωイα�l�J �A�l ψ仰α削�(�h �i仇�F刀�1�/�R�2�E�? 出印 �y�Cぬ�J�h�1 ο �n�5�&�k�kυ、�J古�j�h�2 υ �U�d�f �l�A�l�dαω�3幻山�1�M�d�gど�0仰�F�n町�J�n町�2叱�e印�F�n�z�J じρど�/人一 �5�f�M�4山�F刀問�Pη�Z�F�n附�Fげ�7

�I�V「 �L�u山�l�U�I�m�Y�n�1�l山�(�O〉 �iド〉 �U�J�Iれ�L�M司�V�J�A�l�Rイ�f�i�A�(�S�f�h�1�:�Z�[�u

�N り �4�h�7 九 �i�i�i�y�2�0�0�1

�1�2 〈�1�1�1�c�c�i�b�y

�T�1�1�e �J�a�p�a�n�e�s�e �A�s�s�o�c�i�a�t�i�o�n �f�o�r �t�h�e �S�t�u�d�y �o�f �E�d�u 《誌 �t�i�o�n�a�l �A�d�m�i�n�i�s�t�r�a�i�l�o�n

�I�S �B �N �4�-�4�7�4�-�O �1�7�4�4 『 �7�C �3�O�3�7 ￥ �2�8�O �O �E�(�2�)

定 �{面本体 �i �B�O�O円 �( 割問�j�)



海外の教育経常事情

�i�L�j 際交流委員会では諸外国の教育経常事情として �, ドイツ �,

パンペ �/レグ大学のシュテアァン・ゲルハ �/レト・アパ氏

�(�{�)�I �S�t�e�p�1�1 ヨ �I�1�G ω �1�1�2�t�r�d �l�f�1�1�1�3�e�r�) に主�i�L 雪 �E をお白噴いしました。ブ

』パー氏 �l�:�f�, 校長の力量形成に関心を持ら �, ドイツ問内はも

とより �,�f ギリス �, オーストラリア合どの五月 �7�i�f�?�? ともネット

ワクを �J 寺ちヲ �[ 「�1�1�5守的にもむ号『ぶされている新進気鋭の �i�H�i�7�2�f�;

で �J 。

日会 �)



�T�i�l�t 外 �U�)�r�t�f�I 料 �J�1�1�t �i�j�L�f�f�i

�(�1 �1�1�1�1�] 巳 �r�,�1�9�1�m�d�)�Oでいるぴ �)�3 上ざま々 �1�1�W�f�B や役 �i�l�j�1�l を�@一一海外の教育経営事情

学校の企画者および開発者としての校長学校経営の国際的動向
広がる新たな課題 �I�R�! 際的に �!�i�:�1�1�5 な �3�1�1�1�l�f�I�I �i �L�U�H�l�i�f�t 山�:�)�I�S をノ �]�: している。

らの �!�i�r�i�g�u 〕 �I�!�I にすでに訟 �|�l�i�I�i�l�L�J 〕 �l�i�r�l�i 望や開発 �!�:�U�)�l�l�H�i�u

�d�) プ �J�!�f�1�] へと �1�1�J�i が一円じく移ってきているωである。

きわめて �1�9 日前に �,�[�E�i�F 祭が�j�J こ �1�4よればー

こう �L た変化について �,

すな �j�j�t�j�, 十支 �! ＼ �; 工

を主 �1�1 えていた

それによって �,

�j
、 �f ツ �, ノミンベノ �lノグ �;大 �t�h�'�i�' 校 �i�;�l�j 発・ �2�j λ校終日 �1�M�l 冗ヒシタ

�{
リ �l 冗 �[�i

シュテファン
�@

ゲルハルト �e ブ←ノ �f�-

�(�I�)�l �S�t�c�p�l�u�l�l�1�(�; ど �l �l�u�l�l�-�E�1 �1 �1�1�1�1�)�c�r�)

に �, 変化を �J�1�1�2�1 とするようになるということが与えられる。

「継続的に開発される学校 �i といった言集はこうした変化を
これまですでに課題となっていた場合でも�,

を拡大することによって �, またさまぎまな手段や権限が与えられ

ることにもとづ �L 〉て �, これらへの要求は著しく哨加している。こうした傾向は �,
さまざまな出での �, 校長に対する新たな資質向上プロ夕、ラムにも反映されてい

る。たとえばー「学習する組織�/ 思考する学校 �J�( シンガポール �)�,

ミュニティ �j�l オーストラリアのニューーサウス・ウエールズ州 �, アメリカ介
衆国のニュー・ジャージ一川り �, 「変化のためのリーダーシップ �J�( カナダ �, デ

ンマーク �) などの中心的な考えに反映されている �(�I�f�L�I�b�e�l�)�2�(�)�(�)�2�)
。

改善過程という観点での学校経営の重要性は �, 学校開発

に閉する研究によって �, ほとんど異口同音に強調されている
�(�v�a�1�1�V�e�i�z�E�I�1�1�1�9�7�9�;�1�1�1�1�V�e�l�z�e�n �e�t �a�i �.�1�9�8�8�;�S�t�e 去り �e�t 日 �1�1�1�9�8�7�:�D�a�1�1�1�1�&

�I�t�o�i�f�f 可 �1�9�9�0�;�J 川℃ �e�.�1�9�9�1�;�C�a�l�d�w�e�l�l�&�S�p�i�n�k�s�-�1�9�9�2�:�H�1�l�b�e�I�A�I�n�a�1�1�1�9�9�2�:

�L�e�i�t�h�w�o�o�d�,�1�9�9�2�a�:�B�o�l�a�n�1�.�1�9�9�3�;�B�o�l�a�1�1�1�e�t 乱 �l�,�1�9�9�3�:�F�u�l�l�a�I�I�,�1�9�9�l�,�1�9�9�2�1

�1�9�9�3�:�f�l�o�p�K�I�l�l�F ε �t �a�l 、 �1�9�9�4�Y�1�9�9�6�:�R�e�y�H�o�l�d�s�E�t 呂 �l�,�1�9�9�6�,�A�l�t�r�i�c�h�t�E�r �e�t �a�l�e�,

�1�9�9�8�:�J 比判的な概説については �H�1�1�b�e�r�,�1�9�9�9�b�) 。 �{�1�4 マの学校の開発にとって

重要な校長の役割に関してヲわらゆる研究において一致が見られる �(たとえば �,

�L�e�i�t�h�1�1�0�0�E�l�&�1�1�0�1�1�t�g�u�l�l�I�E η �,�]�9�8�6�:�J�-�I�a�1�1�4�5 こ �H�O�I�-�d 、 �1�9�U�:�T�l �i�d�e�l�-�&�L�E�i�t�h�w�o�o�d 噌

�1�9�8�8 などで �,�6�0 年代からすでに提起されている �) 。学校改善過程のイニシアテ

ブをとり �, 維持し �, ともに進み �, 達成されたことを制度化しヲそれによって学

校文化の一部を変えることが問題となる場合 �? 国家的な改革措置においても学

校独白の変革努力においてもラ学校経営
�(土木質的な要素なのである �(同僚の中

て、各人の意欲が失われるやいなや�, 達成されたことも失われてしまうというこ

とがないように �) 。学校経営は学校開発のあらゆる段階において重要で、あると

あらゆる引会的な制域が �,�J�J�M�l�: のグ口一パルな動 �[�{�-�1�j や変化 �U�j �i�l�i�i 科による

を交付ており �, それにともない学校を取り巻く環境も影〈�!�1�t を
�'
豆けている。さら

て、�U〕実際ぴ〕教育改 �:�J�|�!�t は �, 部分的に字
�'
校にとって主人ぬな炎、引を �|�! 保とし

には �,�-�Y�J で分権化的傾向が属している。寸なわち �, 学校の

学校の自己責任の拡大 �, 場合によっては �J

学校間の「競争 �j など

�(�H�I�l�l�l�o�c�k�&�T�h�o�m�a�s�,�1�9�9�7�) 。しかしながら他 �j�j では �,�i�I�i�:�!�J�L�E の影響や

められる方向への立法 �L 管理�! 仁の反動によって特徴づけられる �, い

わば並行して進む中央集権化の措置も属している。これには �, たとえば �,

より �-�F�g 強められること �, 外部評価 �, 学校出祭 �, あるいは直
きる�i�i�f�f 規模の統一テストをともなう �, 細かく �b�i 定された数民計画に

よる主 �I�U�1�i�r�7�F�j�J�7 二どが挙げられる。これらすべてが学校の経営に強く影響を及ぼ

している。そし �)
ため �, 校長の役割や機能 �lまここ数年ヲ位界の数多くの �i�Z�J 々にお

いて大きく変わふざるを得なくなってきている。

たとえば学六がその財政を白ら管理する場合 �, 学校が自ら教職員を選考し任
�F�|�1 する埼 �i�h 字校が地域の要求に聞かれている場合 �,�{ 呆詫者 �, 政治団体 �, 地域

においてより多くの共同決定や共同責任の機会を持つ場合 �, 市

き �, 保護者 �, 行政 �,

�(ょとしてよ �1月三点られる場合 �, たとえばアメリカ合衆国 �, カブダ �, ニュージー

ラン �i�J�. さ人 �1ニイギリスにおいて見られるように �, 教育出動にラこれまでには

刑訴とみし�7 二�k い �:ァマつがま�!�? たに加わることに与る。部分的には �1�2�4�J�7�t�j に体験されるこ

れらの交止に、三主によって�, 新たな課題担域が生じるだけでなく �, とりわ

�7�4�1 じさ �2�1 了二
�f

三 �: ν〉形態を支えることも必要となる。 �F�f�L�j�:�: 、が彬 �!到することで �,

土長毛 �;ば工全 �1作�:イ不�Tドミと �L て �jλ�:�1�: 罰前�I と �;は立嬰なる多十�j羊ミ汁
�,

性�i
した �3翌空〉五五一 �U心＼き干啄三王ぷ�; 主人�,�2�1 し〉の境界を明らかにすることωできない �,

レ

るコ

�i�t�l γごはきわめて

する

な、している。

なら
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再�I�I 外υ �)�f�t�f�I 経 �'�j�;�f�i�j�L�f�!�t�j

財務の専門家・

事業家

…としての校長

組織問充者

人材開発者

みなされている。 �l�J ざされた改普 �i�l�i�i 引において学校全体への民望を保つことに

士、�I して古任を白い �,�?�? 活動の立 �I床ある �i�A�1�4�2 が �i�l官保されることにお�j して責任をぬ

うものとして �, 学校経 �;なは掛かれている。さらに �1�7�f�r 校五引ヰは �, 継続的な �j�j �i�J�f�T�I�Z

のさらなる専門 �i械化に閉する学校 �i�f�i�j ω前提条件 �: を生み出すとされる。

は協力的なア
�'
校文化を開発する �i�t�f 壬を伐っており �, こうした学校では �,

とωチームづくりによる効 �J�l�J イド�J�C 効千二 �[�I�U な能力形成を実現するために �, た

がいに引 �:�f�z�f 七したまま活動している「各教科の �4�1�4 門家 �j �d�) 匁 �i�i�J 出�j�E 力が構造的に

限定され分 �7�;�1 されてしまうということはな�J い。校長は �l �i�I 心的な「変化ω担い

とみなされ �,�i 伺々の学校ω変革過程に対する責任を負うことになる

�(�F�u�l�l�a�I�I�,�1�9�8�8�,�1�9�9�1�9�1�9�9�2�,�S�c�h�I �a�t�z�,�1�9�9�8�) 。

�[ 変化の担い子 �j としての役割とならんで �, 校長の職務はより一層高度に複

雑化しているということを�,�! よく共通する点として国際的に見てとることがで

きる。このことは �, 課題の多様性や課題相互の結びつき方から読みとることが
できるし �, 学校と学校の置かれた環境との高度に複雑化した関係構造に反映し
ているοそれゆえに�, 学校経営の課題や役割の変化に関して �, 実際に複雑さを

測定したり �, 民望を示すのは �E主�i難である。文献ではヲ学校経営の活動次元に関

するさまざまな分類の試みがなされている �( たとえば�,�M�o�r�g�a�n�e�t �a�L�,�1�9�8�3�,

�J�0�1�1�E�5�1�i 同 �7�;�L�e�i�t�w�o�o�d�&�M�O�I�l�t�z�o�m�e�r�y�,�1�9�8�6�;�G�i�a�t�t�u�,�1�9�8�7�:�C�a�l�d�w�e�l�i�&

�S�P�I�l�l�1�5�1�i り �9�2�.�E�S�P�,�1�9�9�3�:�J�1�l �a�S�i�n�d�l�e�&�L�Y�0�1�1�s�,�1�9�9�6�) 。しかしながら �, これ
らすべての著作二において �, 明らかに校長の多様な活動の中に �2 つの中心的な分

められる �J 一つは �, 学校内や学校外の人々との活動ヲもしくはこれらの

人マのための活動であり �, もうつは �, 財政的資源や人的資源の管理 �,

る �(�f�I�L�I�b�e�l�V �1�9�9�9�b�)�O

において �,�!�? 芋校経営の国際的動向 �J に関してヲ国を越えて校長の
く場合 �, その役割は描写的に示される �O ここでの論述は �,

こなさ役付ればならない仕事のカタログを描こうとするので

それ �;こよって校長の仕 �E�i訂正そω構成要素に有意義に分解で、きるという

建築家・

建物管理者

管理者・

組織者

「政治的人間」

調停者 �a

仲介者

手本

高度に複雑化した課題の多様性ワ

�5�.�G�7 除、 �b�e 芋

する校長の役割のすべてを含んだ混合体が持っさまざまな側而と校長に対して

明確に示された要求だけをいくらかわかりやすく �, 具体的に述べることにする。

もしく

は一校的

�r�f�J 、

人のための活動人との活動ヲ�3
「 �r二と足立『炉、
�l�y�c 主主ノニ�k

�r�J�L ふ、
�t 二ム

�'�a
＼咽

人との活動ヲ人のための活動へ時間の大半ムを投入しており �, たしか

に人との活動 �, 人のための活動が中心となり �, 校長の活動の �i�h でもおそらく最

も多彩な領域となっている。しかしながら �, 国際的に見れば �,

校長は �,

ことを主 �J�j�t�L ょうとするのごもない。全く反対に �, あらゆる課題領域やその側

面 �; ェ �7�7�- ぃ二主主一、ざい �,�i�i いに依存し �, たがいに移行し合うということが重要で まさにこの点に

おいて豆大な変化が見られる。学校内での活動に関する人的つながりは �, 部分

�J�1�5日本数 �f�T�t�T�7�5�7 士会主 �J 三�i�7�2�i�3�4�5�L�j
・ �2�(�i�(�J�1�2�1�-

変化

�!�? 辛子支宵経主工学会主己 �E�E第 �4�5 サ・ �2�{�)�( 均年

数多くの国際的な研究に見られる �,においては �,ある �C �1�1 、

�J�l �J



で必必とな‘るあらゆる情 �j�f�i や条 �f�i を �/�l�J ノメ出すという �, 先にふれた �l �l�l 心的な役押�J

�4�f�J�1�1 っている。

十交 �j
て �l �I�,�f 千 �T�7守交の �!�i�i�j�f�E�i�I�1�4�2 や �d支持 �i品私

�l における �!�|�I�J�l�; 、 �n�;�J�2�[ 変化的 �J�l�1�1�V�3�f�j

�(�I�J�L�l�i�i�f�i�l�l�,�l 卯 �l�) である。 �1�2�1�l�l�l�a�1�1�(�1�1�) りら �)�l 土この概念をきわめて �!�j�i�L 、 �t�i�l�l�i�; で �!�j�j

いてよ �f り �,�1�7�: 校 �L�5〈誌に快 �l よる討つω �I深 �i�i�l�i �i �d〕
�i�|�l において �,�l�E�l 係行 �-�j べてがそ

うした �! 定化 �U 〕 �J�i�|�L 、 �F �I であること �, したがって �7�' 校内外のあらゆるしべルに

�1�1�4�:�( じの �f�i�|�L 、「 �| がいることを強訓している。

�l�f�j 治体ωレベルに

、る
�O ただしじ

�,�7学芋
�,
才校交臼

�{付イ本込斗�lにこ �1�L以焦�Iι�4�K�h、υ�J�J九�d�l�J�L�I

に
�jお�j いて午特寺日別

�|
リ�j な �;怠白

�|昧床を品持土つの �tは土 �,�f 校交 �i長主てで、ある �(げ�i�i�h�1�U�I 山�|�b〕 �f町�I「
�4

句 �1�9�9�9

はつねに �, 変化を促進させることも �, 反対に遅らせることもできる �,

�{�1�1�d�j 鍵的人均と呼ばれている �O このことと関 �1主して佼よそに山侍されて

いるのは �, 協力を促進し �, 維持し �, 制御し �, 調整することとならんで �, 評価に

を遂行し �, 改革過程を評価し �, 分析し �,

えることができるということである。

企画や開発に属している。国際的 �: 二 �L�, すでにさ
�7�j �f�f�J て数

の管理者」と見なされている。たとえば �, 北ア正リカラ

ニュージ←ランドで �, またイギリス �, 守ランダでも �, 白律的

「真の�j 雇用者であり �, 状況は以前とどとく異なって �I�V 〉る。校

しい教育職員や非教育職員の選考に関わり �, 校長が �7示、 �! 甘い茶漬を

認 �f�L�l�l�L�, 所見や勤務証明書を書く。校長が訓告し �, 処罰�j を �Z�L�V 主 �L�, 規律のた

めの治資を科し �, 免職も命ずる �(各国で権限を与えられている見事会‘ �f�: 校委

�t�i 会 �,�J 下校理事会などの委員会と合意の仁で
�)
。

�3 らに校長は �, 字校外でも学校内でも教員の力量形成 �; 二心�J して主主任を �fうって

し必。校長は教員の職業 �k の成長を自らの関心事とし �, 手主主 �i�u�) 支民自 �:であり指

呼有であると理 �j拝している。校長は教員の動機づけをし‘引訟に �L�b�;�i�J�, 専門的

�j�J�1�t�J 「三氏ωための援助を �1 る。 �1字学子芋�: 干校交 �;絞芝包営�F

の �3 つの �J基主定灼 �J

丈 �iい�Jλ�J訓仁�r什�M当刊叫�l�H�t�1�1�1�( υ
�)�(吋�)刈�d�( 什�l�1�9引則�J�M灼�1�9�)口川�2刀�l�b〕 �) の論文では

�'
援助や支暖 �U�) 観点刀、 �L�l�j�j�l�f に �!�)�1�1�5�I�i�; 二 �l�J�l され

は �, 効果的な共通の問題解決戦絡を間存可る �l�J奈に教 �t�i �f�E�f 三 �lめする

チームでの活動や積極的な雰 �l�J�-可気づくり �; 二

内外ν �)�i�4�f�f�I�1�E 【 �i�l�L�I�J�I

こ
�{ 土 �F�t�L�i と �f�;�i�s�E が �I�j

�Jならびに �i�! 交 �i
がや �1�1イ界

�l�i ι �L、とし

ノ＼ツそれに �L心じたフィー

�l 土

人材開発者としての校長

も

オーストラリア �,

�l討する

「�-
�3

心ノ
タ＼

�'

イ

ー
ノ
川
ノ
�i�J

�E�l�)
。

ク

�f�I�t�J に �t�k�y 氏さ �j �l�, 部分的に改められる。すなわめ �,�!�l�:�h�i�i�, 教は �,�i �fド長名ーによる

自主将チーム �| ないしは �!�i�J い純 �1�1�1�1 でγ�: 校一経 �;�;�;�? に �J�1�5 わる協力 �f�J�( たとえば �, 校長の

臓が�f �i�J�J 〕協力肖 �)�, 内 �1�1�1�1�F�f�i�J�1�1 ω �i�:�{�L�7�p�f�j�| 生 �1�1初 �)�J�1�1�2�1�i�J�7�, 他ω �l段務担当者との

つながけて、わり�,�!�l�j�f�E�i 」 �, 泌 �t�i�i�, 治 �h�l�i �i�i といった教 �T�J�i�i�J�K ではない職員とのつな

さらに今や�, 保准 �;�i与と �U�) 関係ぴ�)�4�4�i�f 七をはじめとして �, 「学校委員

法 �1�3 『ム �j�(�f ギリス �)�,�j�H�|�l �E�j�i役段会 �j�( 二 �L ージーラ

レベ �/�L�U 〕 �1�1�1 似 �d�) 安民会ω的成 �i�j�, ド�1 治体 �,�j 也元経済界 �,
ることに仕る �)�f�l�l�d 〕学校の校長 �, 研修行事

多くの場で新たに形つくられる学校監督官庁とい

った外部の人守との関係の強化も挙げられる。こうした「学校の公開 �j によっ

て�, 学校に �1�2�1 わる人々とω �!自の関係ω質が変化し �, 拡大している �o

�,校�i て �(
ことって �,�l�j 常の �E�1�1 でこのことが意味しているのは �, 異なっているが区

別するのが削難な役割の多様性を主 �i�I み待えるということである �(�H�u�b�e�r�,

�1�9�9�7�)�c 校長は �, さまざまな年齢や発達段階の人 �(子ども・青少年から成人ま

で人専門性の度合いの異なる人 �(教育者から素人まで入学校内の人とも学校

外の人とも�f�i�; 事をする �O こうした混合された職務の持つ複雑性や内在的矛盾は �,
�|�:�l 常的 �, 構造的に一連のアンビヴアレンツやジレンマが生み出されることを意

味している。さまざま �J�K 集団や個人が持っている関心や目的が全く異なった方

向に向かっていくということは篤くべきことではない。たとえば �,�W�y�l�i�e

�(�1�9�9�4�,�1�9�9�7�) と �R�0�1�J�E�r�m�o�l�l�(�1�9�9�8�) の研究では �, ニュージーランドの校長がこう

した異なった要求の間で「消耗する存在」と仕っていることが指摘されている�O

�f�p 、
ヱ、

ンド �j�,�J�) る �L 〉

地域社会の人マ �,�( おそらく

がりである。

�(�-�J�d リカ

�f�d
�J

＼し、 �/�J

すでに明らかにしたように �, 組織としての学校の開発に関わらなければなら
ないと �L 弓課題が国際的にますます学校経営行動の中心になりつつある。校長

る開発者ヲ企画者となるωである。学校の質や開発状況に精通

していること‘学校開発過程のイニシアチブをとること �, 改善を遂行し �, 制度

化し �, 許倍することが学校経営の新たな課題傾
�j
或に属している �O 校長は教員と

ともに構想やザィジョンをまとめ �, 他の芋校関係者に提案し �, 開発しョ学校プ
ログラムの �;下吹や変良に責任を負うという意味において �, 組織開発者である

�(�H�1�1�i�r�I�,�l�L�m�7�) 。字 �i三経営は学校己主 �?与の試みの �[�!�I で �, 授業や教育 �? 教授や学習

に対して�, より一層良い影響を-与える変化の過程を実現させるために�, 学校内

組織開発者としての校長�4

オ �L るヲ

�i�5�4�1 ・ �2�H�(�)�l�f�i

と �3�t�L�,よ

り

�!�1�4 入数 �1�7 経常 �'�:子会紀要第 �4�8 �5�f�-�2�0�0�3�f�1�i�2�1�6



�F�q 外 �d�) 教 �f�I れ �7�l�f 判 �1�4�1

ることに上って役 �;�j�i�l�l の一 �-�i�f�l�l が �1�4�3 たされるωである。ニュージーランドや寸ラン

ダの校長に �1�2付る �{�d�f 究にも �1�3�1�1�U�U 〕 �{頃 �1�1�1 が �5�1 られる。人はすぐに成 �!�J�3 を待ょうと

し�,�4�j�f しみやすい関係を築こうとし �,�h 万台わせようとし �, きわめて具体 �!�?包物
�j�1�1�1�1�1 〈�j に �J その �J必 �l に日ょうとするものである。数多くω非公式な �|�!�? 立会話 �, 教
員やノ �j�L佐のための公 �l�j 日 �l�i�( 門戸開放政策 �)�,�i�J�L き �l�H�I る絞 �7�J�f�J がこうしたあり万

を可能にする。しかし �, 「 �1�1�1�1 す �1 らしく見せ上うとする �f �f �Y
、�b�! や大袈裟な配慮で

は決して�f�i�l�l�! 日 �i であるとはみな �3 れない �3

を長�:�t�l�t するものと

される。教 �{�i�( や他ジ
�)�, 、

�j�f�' 校 �1�1�! 係 �J�7�) が �! 年 �!�1�1�f ド�j な協力チームをつくるということ

は �l立要な �|�i�| 下�j て、ある、 �i�)�1�! 日 �l 只 �r�m�l�V�C�M�(�1�9�9�4�) によると �,�A�F�4 交文化とりわ �i�l�-�T 教

員、と�f�U 士 �,�J ρ�l�;�i

いる �O こ二 �C�1�d山川�)�U礼山�l�L�U�j片�[�F出�j�A足�i�i�j �Jと�;�/な正る �dω
�)�{

は上し司 �!�H�!�;月�J�k�t知灯�i�[�r内で �{�6「二�7�J取�W�t�1�! 』にこ �?日�;江�f み
�'

ょ�iリ�k�f ド�j で �1�5�1�1�t�j�| 切な �k�J�J�I�R が

る際にも化合 �l�j�j�j 売し協りが�j て苧 �1�1�f�l�j�f ヒ �3�j �Lた

教員としての校長

数多くの �l主 �l で �, 州や学校種別によって違いはあるとしても �, 校長に
も �2�4 せられている。このことは依然として �, 圧倒的な数の校長によっ

て校長の活動の中心的な要素として見なされており �, 校長の視点から見ても数
多くの主要伝機能を果たしている。生徒とのつながりを保ち �, 教授学 �lこ関する

新しい考えを試し �, 授業に特有の問題に対する感受性を保ち �, それにより教員

からの信頼を受ける機会とするのである。数多くの校長が �, 最後に挙げた理由
から �, 「模範的な教員 �J や「モデル的な教員 �J であろうとして �, 「よい �j 教員の

よ井一
〈�E�f

する

となる上 �1 公文 �f じが一�/�i ブメ �f�i�l されることであり �, さらにはこうした対話が川

市νりあたり生えの�b�c �m�i 可に �!�I�4 するような文化がう �: み �J �i�l されることである。 �I�)

�I七 �1�1 一日 �I �U�1�V�E�5�{�!�?�}�9�4�1�) によると �,�'�7�f 絞文化は共通の知 �l�i 占であり �,�j 毛 �i�i�E の解釈作

よび、説 �i�l�i�j モデ �/しであ �l�j�,�J�1�1 突を整坦し定義づける �F助けをし �, 発生した

に慢してで�l どおりの解決を司�f�d�f�i して待っている �, 集団の日常的な儀式およ

として�J�M�j�r される。この点で�3校長は務筒 �i刊に影響を及ぼさねばならな

は鈍�i刊な人切であり �, たとえば �B�a�r�t�h�(�1�9�9�0�) によれば �, 校長と教員

は �, イ�J では支持的で、信組に �i�l埼ちた援助的協力活動になるか �, 他方で

ある司 �1�1�; ぃ �:二信頼のおけない同僚関係なるかというモデルて、とらえる

ここができるこしけ。校長は �, その学校に応じた組織や組織の �1�7�f�j 提条件を生み

�l�-�!�i いと �i�Z 門前コ対話への刺激を与えることによって �, まさに教員内での協力活

し〉コ

ト

手本であろうとして努力している。�(�D�a�r�e�s�h�,�1�9�9�8�)�Oえるのでドある重ちづくりのたれの

手本としての校長

教室の外でも �, 校長は自らの行動に特別な意味を付与している �O なぜなら �,

校長は最も心遣いが求められる立場にあり �, しばしば一つの手本になろうとし

�8としての校長

�i�E�F�1 二関する基盤の一つは �, 校長が教員にとってだけでなく �, 生徒や

父母にとって乙対話問手であるということにある。校長は相手を信頼し �, 関心

�[ 庶民的な人」り

て行動するからである。校長はヲ他の人々よりも多く働きヲ正しく行動し �, 自

らの教育上の基本的な信念にもとづいて生さることが義務づけられていると理

解しておりラつねに職務の一部であることを感じている。教員の中での手本と

しての特質は �, たとえば �B�a�r�t�h �(�1�9�9�(�)�) の指摘にうかがえる �o �B�a�r�t�h は �,
との関係を �? 教員の �I�l�1 てネのかかわり方あるいは他の人々とのかかわり方

を�f寺ち �, 誌を �E�J�j くことができるべきであり �, 単に自らに委ねられた課題を遂行

するというコりも �, 時間をかけて協力者を全体的に理解すべきである。これま
�l�1�1�1�1�1�7�e�r�,�1�9�9�7�) によれば �, たとえばイギリスの校長は �, こうした相
主そたしていることをきわめて明確に認めている。校長は �, 職業土

に問わる人マの �{�l司人的な幸せに対しても責任を負っていると と

正�t �lヲな
�J�L ご �! ー←司、〔 �J�j
」けに �J�3 ＼

のモデノレと呼んでおり �, 「校長さえ力をつけていけ

�(�i�i�a�r�t�1�1
ヲ �1�9�8�6�) 。さらに

�; ナヲ相談 �: こ �j�J七、じ司自分たちの活動は重要であり �,

を抱かせようと努力している。個人的な問題や

�L てお �1�.�J 度らを男

�i芸く汗 �t百さ �1�-�: υるという

学校 �i主力をつけていく �l
自分自身も定められているは �,

教育 �i �J�f�f�J を �J�J�i�: に銘ずるべきである。 �jーなわち �, 校長は �i 生涯学習者」となるよ

う心がけるべきであり �, そうごなければ校長が教員や生徒にこれを要求するの

は難しくなる。成熟 �, 賞賛 �, 自発性ヲ協力といった教育的な前提条件

行動の �I�j �I に �!�1干び比つけ出すことができるはずである �(�R�o�s�e�l�l�b�1�1�5�c�h�,�l�Q�9�7 参

と指摘している

百三二おいて協力者ーを元民づけるということも課題に属している。

へそ受 �; τ止める人となること �j あるいは �, 他人の負担を寂滅し �?

、そ �I�U�l�j 去る「ストレス �J�i�J ↓民 �J�i�X 体となること �j というように明確に

るということに特有のものであり �, この感情的で、あ

�E�Iミミ宅「
一

�,�J�i 貝、 �f�J�f�:

�i 五
�J ＼ν �J�h

�l

宍〉 �J�L�4 つ

一
�+
→ �J、一一一戸 �! ー

ヱと
�J�1�9�)

こ三

日�I�Q�i�l�;�f�c 卒女子�I 統 �?�i�f�F�F 会主己主�! 己�1�1�5�5 ナー �2�(�)�(�)�;�f�f�i�a�2�0�0�3�f�j



ここで �j�j
児り �l二げる �l �l �l以外にも見られることであり �,�1�2�! 仏�; ω �4�4 汀 �! は変化してきて

おり �,�i�l�I�l�;�: 引、 �|�j 子び�)
数や関係を �J寺つために �Z�T や �J �1�1�3 �1�1�1�: よノ＼ �i�h�i�l�l に �J�1�7 か �|�l している。効

�1�4�5 的なパートブー �| 晃 �|係を築き �,�j�d�O�i にわたる �[泊係を何たなければならないとい

うことがっ �J�A に却設である。

数多く �U�)�J�r�l において �, 校長は会ぷや �;�i�i�h 摘しつため

�j�1�1�1 こしている。 たとえば �l�v�e�i�i�l�d�1�1�1�1
ヌ �(�1�9�9�N�l�t�, イ �! リスωわ〈 �i�y について �,

�j
と �U�) 会議は �3�1�1�1�1 では公く �, いまや �;�i�1�1�! 日 �1�: こも �1えん�Jでいると報告し

ている。そぴ�)�t�i�f�f�J�1�4�9 このことが校長に �i到して立 �i�!米しごいるのは �,�1 政治的人間 �j

としての役 �i引をも発押し �, 少なくとも �j�1�1 心深く �, 会 �l�J�;�r においては政治的にふさ

わしいわ必�j �J
をすることができ今「政治的 �J�C�I�I�I�-�1�2 り�J�J や政治的なセンスを �t�i�l�l えて

いるということである。校長は �, 他心人々の関心をえ技くべきであるが土お �I付 �I�j
千を侮辱してはいじなし �3�0 すなわち �, 妥協を �i引き �J�f�i し分かち合うことができな

りればならないが学校の立場を見失ってはいげないし句ごまかすことなしに相

手に影響を及ぼし納得させることができなければならないし �, 多様な関心の存
在を個人的な侮辱とみなすのではなく正常な民主主義二必要なものとみなさな

りればならないし �, 根本的に協力活動を危険にさらすことなしに確執に耐え抜

行 �j�t 外 �U�)�j 生 �f�f�M�F�f�e�j�L γ�J

�1�1�f�f�) 。十交 �j 去のあくが �1�1�Z�d�J�t�i�t 〈�j�J�f�r�f �I �1�1�!�J�! カ丸、かに �I�R�I�M であるかということをイン

タヴューの �1 �1 �1で強訓している。たとえばある �Cど�!�? 沖交 �J 毛は �,�'�y�: 十交 �l付で自らの了�f �f�1�1

を示すことで �j�f 〉ると �J�1�i�! 解しており �,�l�i�I�j 様に �,�j�j�J にもとづ、いて通学路に �i�Y�f�J�E して

�I 〕
�l�j�, 制』こ �f む �; ぃ �, 二 �T ミイ�t 折 �L�h�- ばであっても �j�t どもた九の遊びに加わり �,

寸べてにおいて �l�F�t 何 �|町 �| に �(引き �, 業 �f�o�i�i�: 誌と �f千ぴそ放 �J�1�1 することであると �}�1�1�1 まりの �l �j �l で多くじけ �l�i主 �!日 �j を

�( 主 �, そν〕かなり �j凡さ�1�1 たりの強し、河川�i�f にあって �,�l 当らが �'�7�F�4 交の利請を代表

し�, いわば「百伝三百 �i として学校外に対して �f�t 表者を務めている学校と自分臼

与をしばしば �i司一視する。この役割は �1 �1 新しくはないが �, いくつかの国の学校

で「 �I�Wお原町が広がっている間にお�: しく君主を高めたのである。学校が競争

し �, ヨ徒数にもとづいて予算が決まる場合 �, 学校への信望がこれまで以 �Uこ決

定的な影響を �l�U ます場合 �, 学校の指導的立場にある者が利益を代表するという

ことには重 �1�1�2�A�Z�: 意味がある。各学校は絶えず河 �i片付〕人々の意識に働きかりなげ
ればならな �L ししたがって校長は �, 自分はこれまで以上に周囲の人々の生活に
関わってい公二型解している。すなわち校長は �, 学校を取り巻く人々にもその

されるように �, 学校の利益を代表し �, 効果的な宣伝につとめながら

を汗士誌の要求に合わせる努力をしているのである。前向きな学校イ

メージが司�Yどこなるのである。後援者の援助を得て �2�7主校の設備を補修よるため

に �, ふたたア有 �i�j�F に関心を持ってもらうために �, 後棲者を見っけなければなら

ないという民会に �, とりわけこのことがあてはまる。その結果 �, より多くの生

徒を �i�i�i めるここができるのである。ピカピカに光ったパンブレツトヲ学校祭ヲ
人�d〕三めの学校開放日 �, 定期的に発行される学校だより �, その他の多く

のものが �E�j �f�Z�2�7な学校とその校長ω日常に崩ずるマーケティングのため

なのである一

�1�1�1�4�J している。

代表者としての校長日

�g�d�h�: 除、も昨

�2�2�1

内からの要求と外からの要求
との間の学校経営

�-�2�i�l�J�)�J�J�A�1�1

こ �U�) ことは

�-�1�(�1�0�1�t �l

としての校長

さく枠組み状況が変わることで‘校長と待 �i�f妾な関係にある

の人でこ心二ィミを築く際に�, 析しい �, たが �L �A にノ�l子く

け加わる、 �f 一二�: わち �, 自治 �1�k�i 也 �I�H�i ω経済界 �,�f 也のよ�t�i�j 域全 �i 会の人々と
�;�; 弓 �j�l�.

長葬者との新た公 �!禁 �]�{之、づくりである。総じていえば�,

なし

�j�l�A グ
�J�F ヘザ〉�C�A�h �i�d�f＼φ �{�l�l�U�N�4

�1 、寸に �l �J�1�1 �1 千 �i�J�1�U�L ζぐ司
�;�1�)

「民治的人間 �J
、�L 、 �L τ �1
�r�r�J �K

�l

�1�0



�J�fい十日〕狩 �f�I れ �7�J�f�e�i 叫ん

�1�2 管理者および組織者としての校長

このことと関連して弔校長自身に関する研究において �, たとえば学河文化の改

といった �,�i�i�E の諜題領 �J�B�I が挙げられている �(�)�i�1�1�5�1�1�1�d�1�f�&�L�y�o�n 日ヲ �1�9�9�5�) 。

しかしながら �, とりわけ �I�1�f�R�l�'�H�j な学校で �l�L 「 �l 常の �!下型�! な �!�1�1 刊ーとならんで �, 去

っ先に取り組むべき �1緊急な川 �f�i がつねに仔 �f�i�- している。

は分析し �,�i�i�1�1�l�h�l�L�,�i�i�i�J�!�l�j を �i�l�J�j�j�E にし司提案し �, 制織化する。校長 �l士組織

を �{�7�t�j �J�1�1 し �, 予測を可能にする。 校 �I�U�I あらゆる凶日系おの行動を司�i料詳し �, さま

�2�f まな活 �[�E�l�j を �Aつの明確な共通 �[�:�j�t�l�! へと �1�j�: 弓づけ �, 学校で教職員や経過を監科

する。校長はネットワーク化と連続性を �(�1�1�1�i�- しようと寸る。とりわけ �, 校長は

「人事の管理者 �j�(�j�i�L�I�b�e�r�,�1�9�9�7�) であり �, いいかえれば �,�i�! 交 �j�t は教職員を

耳目しなげればならないのである。すなわち校長は �, 学校のあらゆる協力者の
同倒を見なければならないのであり �, 効果的で効率的な職務遂行に対する責任
を負っているのである。今や校長は雇用主であるので �, まずは教育職員や非教

育職員の採用 �, 能力のない教員の免職がこれにあてはまる �O しかしながら �, 時

間割づくり �, 教室の割り当て �, 資金の配分と管理 �, 力量形成の組織化といった �,

たしかにほとんど校長に委ねられてはいる乙 �l�f 責任を負うことになる日々の活動

も付付加わる�O 校長は教員を任命し �, 影響を及ぼし �, 納得させ �, 指示し �, 実際

に仕事を任せなければならない。校長は展望を持ち �, 筋道をその展望へ �I�R 数さ

せなげればならないしヲ援する相手全員をよく安 �[�] り �, 学校内の数多くの小さな

組織上の問題や課題に関する最初の対話相手となるのである �(�E�1�0�h�e�r�&�R�o�l�f�f�,

�1�9�9�6�) 。
�( ここで模範的になされた活動にお、〉てすでに明らかになってきている

のは �, いかに管理上の視点が「指導」の視仁三と密接に結びついているかという
ことであり �, その他に上に挙げた活動領域と明らかな重なりがあるということ

である。 �)

くことができなければならないのである。

�1�1 調停者および仲介者としての校長

校長 �U�) 仲介出動は �f�y�: 校内での関係にも学校外ぴ
�) 人々との関係にも �L�L�J てはまり �,

必ずしむ詐
�'
弘であるとは限らなし、。校長は対立以 �l仔�:から自らをすと り�,�1�1�1�1�1�1�: な �i�i�i�;

け引きの �I�C�J みさを必必としている。しばしは �f 主 �i計士 �,�' 字 �4交とれ七 �1�1�2 �f�i や �J�1�t�i 或社会

との �1�1�;�l�U�) 緩 �h�|�1�1 存 �|�! となりヲいさかいを �3�M干し �, 解決を必要としている数多くω誌

に �f�u�-�1�1�1 自 �l�f�l�i している。 校長は内部の利害と外部の干
�1�1�7�5 と心 �{�i�|�: 介者であり �,�i�F�1

接 �d�J�t�J�i�;�I�5�1 干�1�1�1 としての役割をこなし �, ときには
�{吋らかの方法で学十交に苫しめら

れている人々にとっての �1禁白ヲとしての �f�i�t�i�f�f リもこなす。

が拡大する時代において �, 校長はさらに次の段階にある課題を引き受

けな付ればならない。校長は �, 各学校においてますます自分自身で組織化に取

り組まなけれ�;まならないし �,�i 国大する管理上の課題を片づけていかなければな

らなし〉 �o それ二ならんで校長は �, 大規模化した学校予算とその使途に関するす
べての支任を負っている。後援者に資金を出してもらうことは重要であり

�,�{ 憂

を決人決定を下し �, その決定と結びついている管理上の詩題を詰け負
わなければなろない。 しかしながら

�, そのことと同時に生じる付加的な官僚主

義的負担は .ますます障害として受り止められている �(�H�a�r�o�l�d�,�1�9�9�8�:

�p�o�r�t�i�I�1 苧 �1�9�9�8�U 校長は �, 情報を集めヲ人を集め �, 関係者全員に知らせ �,

を処�F�l�l�r ることに多くの時間を費やしている
�( それによって �, ますます短時間

のうちに仕事そ片づけなければならなくなる
�)
。

京こ弓�: った国のほとんどにおいて �, 校長は学校組織の �[ 管理者 �j とし

ての校自を注調している。多くの時間を要するのは �, 管理技術 �, 管理上の諒題ヲ

などである。研究者のほとんどが学校経営に関する報告において �,

とい人テーマ領域を尊重している。焦点が偶然に管理の分野にあると

いうことで �1�Z なし」とりわけ �, 多くの国では枠組み条
�(午の変化にもとづいてヲ

の �Y�Jとがこうした課題の処理�1 に割り当てられている �( アメリカに関し

ては司 �i�h ‘ �I�f 三 �i�1�.�1�9�9�8�: ニュージーランドに閉してはヲ日正�i�f�d�d�,�1�9�9�8�) 。これ

�:二三ミになっているということではなく �, ほとんじの村長が自らω �(�[�l�U

�1�3 財務の専門家および事業家としての校長

分権的な財源管理システムを採る国では �, 校長が予算管理の担当者として財
務に関して大きな責任を負っている。校長 �;士費用を算出しリスクを見積もる。

は予算案を作成し �, 人的資源や財的資湾を配分し �, 使途を管 �f�H�T する。校長

は事業家であり財務の専門家である。し �l�f�L�J 生徒数とは関係なく �i切り当てら

れた予算と中心的な目的領域との枠内で �, 校長 �J�i 会ととも

人的

に �, 効果的で効率的な資金の活用を白ら �j夫主ずることができる。学校はよりー」

�J
、 目的にもとづいて �, こ を設定しているのである。 層自律的になりラもはや仁位にある レして �f�7�B�7 するの

�l�j 司王子士 �F�J 経常 �?でさ�2紀 �!主主主 �4�3�L�7 ・ �2�(�j�l�M �!�1�4 教育経常学会紀要第 �4�5 号・ �2�0�(�)�1�4�f
�2�1〉 �1



�U�1�1 外 �U 〉 �j�4�f�f�I 終日 �!�j
汁�j�s�l

ではなしたとえば力 �i�i�i�f�| 引 �l立の場の �J�i�d 供者と �|�f�j �i�h�i しても �,�I�S�1�' 存および依頼おと

して行動するωである。 �l�f 卯、れこ �,�j�j 主 �U〕ように �Z�|�: 徒を募集することや地元企業

とともに筏民行や協力行な服すことが企業家としての校長ω活動に �!瓜する。さ

らに校長 �l丸 �i�i�I�l�l り河てられた託金やそω他に �{ぜることのできた資金をうり�l�J�4�3 的か

っ効 �Z村内仁川 �1�1�1 するということを削野に入れていることによって事業家であり �,

�f�j�| 「 �f�j�d �f�; ナを考え �, 改小を与え �, とり �j�j�l�T�I�G
『

�!と存を �Z�E視し �, 前向きに行動す
ることになることによ �J�) て事業家である。たとえば �,�v�a�1�1�A 以ε �1�1�e�l�f�i�l�e�(�1�9�9�7�)

と �V�E�r�b�l�m�1 �1�1�9�9�H�) は �, オランダの校長の �I�1�1 心的な �:�I�R 点課題の一つを
�[企業

家らしさ �| と �i�; 、了んでいる。

ある。すなわち �, すべての活動は
�'
デ校 �i �1�4�2�1�1 にもとづく出動へと �J�j 向づけられな

ければならない。したがって �, 学校 �1�1 標にもとづく出動ずご、ある教育や授業が �l�|�l

心的な出発点ごあり �, 学校 �i�P�2�7�Z 行動のものさしであるとみなされなければなら

引い。そ �d�)�| 仇 �J�i�t に「 �T�1�1�1 型的な校長 �l が �J�l�b�J�j レ�:�j �1�1 てはならな �L ＼】

�1�4 建築家および建物管理者としての校長

�! ボむ �: 少ない資源で多くの �f点取を �r�l �j�J 、ことができ �, 般付する �1�i�; 卜 �j�i を �f�f�I�f
めヲ �i�d�o�j にわたる批判に耐え �, 少ない �t�Z�i めでも �1�!十 �J て三�i�L�,

処型 �i�! し �9�2 交代 �i�1�1�1�(�l �t�i 二に �7�5�i�j �l土出張千 �i り �) で働くことのできる跨呉の �{引

き �F。彼あるいは彼女は �, 革新のために白紙委任されるが �, 多くの皆川�j を

費やすことはできず �, どの教職員もかえることはできず＼どんな相子も打
ょう負かすことは許されなしづ�(�2�)�(�i�f�L�y�e�l�l�E 昔、 �l�f 、 �E�E�1�1�1 仁川 �i�(�)�1�1�1�V�N�i�t�,�1�9�9�5 年 �4 月

�1�2�1�1�:�F�u�l�l�a�1�1�9�1�9�9�5�,�1 頁 �)とならんで �, 校長は濯物の維持や改築ヲ改修に関する権限も

持っており.主徒数の増加している学校においては�, とくに改築 �, 改修が校長の

重要な没 �i�F�:�! となっている。 出納担当者と協力して広告が作成され �, 公表きれな

付ればなら人建築家や企業との交渉が進められる。建築家の考えがつねに教

えと �J ぐに一致するわけではなし同様につねに自由に使える資金とす

ぐに一致するわけでもないので �, このことに関して校長は専門的な知識を身に

つけ �, 高 �J主て�J 調停力を発揮しなければならない。理想像に関する考えは必ずし

も無条件にζ更できるこいうものではな�L�h 生徒数が減少している場合 �, 使っ
ていないれ�r三を貸す人を探したり �, 自治体やさまぎまな団体と教室を重複して

利用しても人うよう交渉しなければならないということが生じる可能性もある。

自らじ に役立つように自分自身で実現させていくことに

ここでは極端に風刺的に述べられている。しかし校長 �J�L 慈悲深い父親を越

えた存在あるいは献身的な「万人の母 �J として �, 幻想的なデザイナーとしてヲ

学校とその周辺地域のアイデアに富む資源管理者としてどこにでも顔を出し �,
すべてを自分自身で進めていし「学校の英雄 �J である �, あるいは「学校の英

�J�j�U になる �(べきである �) ということを誰も真面目 �;二受け取ることはできない。

全く逆に �, 重要で、あると思われるのは �, こうした持�J たな役割が「古しリ指導概

念とともに遂行されるのは難しいということである。

学校の「君主的 �j で「専制的 �J な首脳部として校長 �Jをとらえることはもはや

明らかに通用しないしヲ「学習計画の管理者 �J�, 「指示的な指導者」 �, 「管理上の
と司」でしかないというとらえ方も新しい状況には適していない。学校は期待

された結果を効果的 �, 効率的に生み出すために �, 現存する構造が最適に管理さ

れなければならない固定的な組織であるとみな寸必 �1�2 がめる限り �,�! 交換的リ

ー夕、ーシツプ �J といった概念が適することが認められる �(�S�o�u�t�h�w�o�r�t�h�,

�1�9�9�8�) 。しかしヲ迅速で、包括的な変化の過程によって �l

交化と改善」を恒常的

な過程としてとらえ実施することが求められ〆るやいなや�, 主主なった概念が求め
られることになる。これについては �L�e�i�t�I�1�1�1�1 〉 �o�d�(�]�9�9�1�1 コ

�) や他の研究者が「変

市的リ←夕、、ーシップ�j を紹介している。「変革的リーダー �l は �, 組織や課題を

するだけではなしそこで働いている人々やそり関係について着目し �, 彼

らの協力ややる気を得ることに尽力するのである �r 立を�; 的 �1�1 ーダーはそれぞ、れ

�1�5 結 五
口

ニ
ニ
口

ν之校長の行 �5�3�!�j の側面やその背後で生じている課題はヲたがし〉に絡

み合ってお �~ たがし】に関係し合っている。これらはさまざまな課題の間で対

立が存在すす �;こもかかわらず �, たがいに競合しているという重大さを示しては
いないとさ �1 ている。行動の側面の幅が �, 次のように意訳されたイギリスの校

長に「�;�l�-�i 壬戸朝的な言葉に最もよく示されている。「現在ヲ私は財務管用者で

あり .γ一平イン夕、の専門家 �, 建築業務の助言者 �, 理事 �, 教員の監督者ヲ配
ご �;ミミに関する宮門家でもある」 �(�1�V�e�i�n�d�l�i�I�1 ふ �1�9�9�8�9�3�0�3 頁

�)

むし �J�L 三 �f�i むべき課題は �, さまざまな役割と活動領域を調和させることや

�i�i�- ド教育絞公守会紀 �2�1�j 第 �4�5�t�f ・ �2�0 り �j
�f�1 �l�! 本字文子 �f 主主 �;�h�f 竿会主己主�! お�1�4�5 主�j�-�2�0�(�1�3 千 �! 〉

�)

た
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